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組合からの情報提供 

春先，黄砂だけでなく，PM2.5 が気になる方へ 

 地震，洪水などの防災情報だけでなく，大気汚染物質についても「しまね防災メール」はお知らせし

てくれます．PM2.5の健康への影響はまだよくわかっていない部分も大きいですが，暫定基準として 1

日平均値が 35μg/m3以下と定められています．1 日平均で 70μg/m3を超すと予想される日は注意喚起

としてしまね防災メールが届くような設定が可能です． 

 松江では 3月 9日に日平均値 53μg/m3を記録し，この日の浜田市は 65μg/m3と注意喚起する水準ぎ

りぎりまで PM2.5 濃度が上昇しました．さらに 3月 19日には注意喚起情報のメールが届きました．こ

んなメールです．「本日、浜田局の PM2.5濃度が急上昇し、午前 8時から 10時までの 1時間値の平均

値が 85μg/m3を超えたこと、また、黄砂の飛来が予測されることから、日平均値が 70μg/m3を超える

と予想されます。○不要不急の外出はできるだけ減らしましょう。○屋

外での長時間の激しい運動はできるだけ減らしましょう。○呼吸器系や

循環器系疾患のある方、小児、高齢者等の方は、体調に応じて、より慎

重に行動しましょう。」こんな日は外出を控えた方がよさそうです． 

 しまね防災メールに関心がある方は以下の URLを参照してください． 

http://www.bousai-shimane.jp/top/mail 

ちなみに島根大学から学生へは PM2.5の情報が届けられているそうです． 

 

大学から防災に関する質問状に対する回答が来ました 

2012 年 12 月 3日付で組合から大学側に提出した質問状の回答が 2012 年 12 月 27 日付で来まし

た．（大学からの回答は 2ページ以降をご覧ください．） 

大学における防災について，大学当局もつねにそのことを意識し，継続的に改善し，あるいは

備蓄や備えるべきものは計画を立てて備えつつあることは評価できると思います．しかしながら，

いろいろな視点からチェックしていき，問題点をみつけ，それを大学側に伝えることは大切なこ

とでもあります．例えば，これまでにも緊急地震速報（2011 年 11 月 21 日 19

時 16分広島県北部発生の地震など）が島根県にも発令されていますが，学内全

員に伝わったのかどうかははっきりしませんし，そのような検証があったのか

も不明です．職員が不在である休日や夜間の発生でははたしてどうなるのかも

わかりません． 
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学会，試験，その他の行事で大学を利用するケースは多いのですが，この場合，外部から来た

大学の地理にほとんど不案内な方を安全に避難させることができるのかもわかりません．例えば，

学会などを大学で行うときのために，A4 枚程度でまとめた簡潔な防災地図入りマニュアルを作れ

ば，いつでも印刷配布できるかもしれません．いろいろなアイデアが考えられると思います． 

このような防災についてのアイデア，問題点，情報などをぜひとも組合までお寄せください！ 

 

防災問題以外でも福利厚生に関する意見，アイデア，問題点について組合までお寄せください．

組合の役割として，福利厚生について大学側と交渉していくことはとても重要なことです．一人

で「この大学はこんなこともしてくれない」・・・とぼやかないで，組合までお伝えください．

一人のはかないぼやきも組合が交渉提出すれば実現するかもしれません．  （書記長 小林和広） 
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